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アンケート/投票タイプについて

機能 アンケート フィードバック 投票 Live Poll

特徴 様々な質問タイプを組み合わ
せた、高度なアンケートを作
成できる

簡易的な質問によるアンケー
トの作成ができる

1つの設問のみの簡易的なアン
ケートを作成できる

リアルタイムに出題および回
答結果の表示ができる

想定回答時間 5分～30分程度 5分～30分程度 1分～5分程度 即時
利用例 英語の講義開始前に、学生の

英語力を測るために学習歴や
海外経験についてのアンケー
トを実施する

授業やコースの内容の理解度
の把握、教員への評価など、
調査目的のアンケートを実施
する

毎回の講義後に「よく理解で
きた」～「全く理解できな
かった」の5段階で学生の理解
度を入力させる

講義中に、選択式の簡単なク
イズやアンケートを出題し、
学生の授業参加を促す

設問 選択式/記述式 選択式/記述式 選択式のみ 選択式のみ
回答結果 • 学生への結果公開

• 公開/非公開
• 回答者の氏名公開

• 公開/非公開
• 結果のダウンロード

• 可

• 学生への結果公開
• 公開/非公開

• 回答者の氏名公開
• 非公開

• 結果のダウンロード
• 可

• 学生への結果公開
• 公開/非公開

• 回答者の氏名公開
• 公開/非公開

• 結果のダウンロード
• 可

• 学生への結果公開
• 公開のみ

• 回答者の氏名公開
• 非公開のみ

• 結果のダウンロード
• 不可

APU Moodleにはアンケート/投票機能が4種類、搭載されています。
ご自身の利用目的に応じて、設定する機能を選択してください。

投票マニュアル参照



アンケートについて
• アンケートでできること(例)

• 複数の質問をアンケートする
• 記述式、選択式を組み合わせたアンケート
• 匿名回答や結果の公開 など

• 「＋活動またはリソースを追加する」から
「アンケート」を選択

• アンケートの流れ
(教員、TA)
アンケート
結果の確認

(学生)
アンケートへ回答

編集モードをOn

(教員、TA)
アンケートを
設定、作成

(教員、TA)
アンケートの
設問設定、公開



アンケートを設定する

アンケートタイトル

アンケートの説明
☑を入れると、コーストップ
ページに説明が表示される

アンケートの開始日時と終了日時



アンケートを設定する
アンケートに回答できる回数

(何回でも/1回のみ/毎日/毎週/毎月)

記名か匿名か 学生にアンケート結果を公開するか
回答の閲覧 他の学生の回答結果も含めて閲覧

自分の回答終了後に可 学生がアンケートに回答した後から閲覧可能

回答期間終了後に可 設定した終了日時の後から閲覧可

随時可能 いつでも回答状況が閲覧可能

不可 学生へ回答結果を公開しない

学生が回答後、教員はメールで
通知を受け取るか

学生が回答を途中で中断して、
一時保管できるか

質問の回答によって、分岐を設定するか

質問ごと番号、ページ設定

質問の進捗バーを表示するか

アンケート回答に対する評定(点数)の設定

コース内に既にあるアンケート設定を
再利用する場合はここから選択

アンケートを新規に作成する

学内で登録のあったテンプレートや
公開アンケートを利用する場合はここから選択

分岐については、マニュアルP22参照



(各機能共通)モジュール共通設定

モジュール共通設定

利用 「表示する」か「秘匿にする」か選択する。
秘匿にした場合、「表示する」設定に変更するまで学生は見ることができない。

IDナンバー 機能に対してIDナンバーを付けることができる。(教材識別用)
基本は空白のままで、利用しません。

言語の強制 学生が開いた際に、表示される言語を強制することができる

グループモード

グループなし コースに登録された全員で利用できる

分離グループ それぞれのグループメンバーはグループ内のみ利用でき
る。他のグループは閲覧できない

可視グループ それぞれのグループメンバーはグループ内のみ利用でき、
他のグループも閲覧することができる

グルーピング コースでグルーピング(グループの群)を設定している場合に設定

グループ/グルーピン
グ
アクセス制限を追加
する

下の「利用制限」にグループ毎の設定を追加することができる
*上のグループモードでグループ設定をオンにしている場合にのみ設定可能

秘匿にした場合は、コーストップページ
にこの表示が出る



(各機能共通)利用制限
利用制限

活動完了
この機能を利用する前提条件として、コース上に存在する別の機能を完了することで
アクセスできるようにする。
例１： 特定のアンケートを回答していないとアクセスできない
例２： 特定の課題を提出していないとアクセスできない

日付 この機能の利用開始日時(コース上に表示される日時)、
利用終了日時(コース上から非表示となる日時)を設定できる

評点 この機能を利用する前提条件として、コース上に存在する課題や小テストで一定の得
点を獲得することを求める場合に設定

グループ 指定したグループ、またそれ以外の学生に対してアクセス条件を設定する

グルーピング 指定したグルーピング(グループの群)内のグループに属している学生にのみアクセス
を許可する設定

Other course 
completion

他のコースを完了していることを条件とする場合に設定
(利用を推奨しません)

ユーザ
プロファイル

指定した学生に限定して、この機能の利用を許可する設定
例) 特定の学籍番号の学生にのみ許可する

制限セット 上記の設定を複数用いて、より複雑な制限をかけたい場合に設定



(各機能共通)活動完了、タグ、コンピテンシ

完了トラッキング
活動完了を表示しない 学生に活動完了を表示チェックボックスを表示させない
ユーザが手動で活動を
完了マークできる

活動完了チェックボックスに、学生自身が手動でチェックを入れることができます。
学習の進捗管理を学生自身に委ねる場合はこの設定にして下さい。

条件を満たした場合、
活動完了を表示する

下で設定する条件を満たした場合、自動的に活動完了にチェックが入るようになります。
学習の進捗を教師が把握をしたい場合はこの設定にして下さい。

条件
閲覧する必要がある ここにチェックを入れると、学生がコンテンツを閲覧する

（送信後または評定完了後）と、自動的にチェックが入ります
評定される必要がある 教員が評点を行った時点で、活動完了とみなされ、自動的にチェックが入ります
合格点に達する必要がある 評点を受け、合格点に達していた場合にのみ、自動的にチェックが入ります
送信(提出)する必要がある 学生は課題等を送信(提出)すると自動的にチェックが入ります

手動で完了

条件で完了

活動完了
学生が機能を利用したかどうかを確認することができます。設定すると、コース画面の機能にチェックボックスが表
示され、学生がその教材を閲覧するなど様々な条件でチェックが入るようにできます。
また、教師はコース全体で、どの学生がどの教材を視聴したかを確認し、学習の進捗を把握することが可能になりま
す。

APU Moodleでは
利用しない

APU Moodleでは
利用しない

完了した場合

設定が完了したら必ず保存



アンケート項目を作成する
質問タイプ ﾏﾆｭｱﾙ 説明
はい・いいえ P11 はい・いいえで回答
チェックボックス P11 チェックボックスの選択肢が表示され複数回答も可
ドロップダウン式 P12 ドロップダウンリストから選択肢を選ぶ方式
ラジオボタン式 P12 ラジオボタンの選択肢から1つを選択
数値形式 P13 数値入力による回答形式
日付 P13 「年/月/日」を入力させる形式
測定尺度(尺度1..5) P14 測定対象に数字を割り当てる形式
ラベル P14 説明文や画像などをラベルとして追加する
短文回答 P15 1行の中に自由記述させる形式

長文回答 P15 複数行で自由記述させる形式。設定により、
回答にHTMLエディタを使用できる

Slider P16 スライドさせながら数値を選択する
ページ区切り P16 複数ある質問をページで区切る

設定完了後、「アンケート項目」から質問を追加する

質問タイプを選択して、「追加」



アンケート項目を作成する
はい・いいえ チェックボックス

カテゴリ分けする場合

質問文

カテゴリ分けする場合

回答を必須とするか回答を必須とするか

質問文

選択肢

回答時に必要な選択数の
最大数と最小数

回答を必須とするか入力後、「保存」

選択肢は改行して入力



アンケート項目を作成する
ドロップダウン式 ラジオボタン式

カテゴリ分けする場合

質問文

カテゴリ分けする場合

回答を必須とするか回答を必須とするか

質問文

選択肢選択肢

選択肢の配置方法

回答を必須とするか入力後、「保存」

選択肢は改行して入力選択肢は改行して入力



アンケート項目を作成する
数値形式 日付

カテゴリ分けする場合

質問文

カテゴリ分けする場合

回答を必須とするか回答を必須とするか

質問文

数値の入力桁数

回答を必須とするか入力後、「保存」



アンケート項目を作成する
測定尺度 ラベル

カテゴリ分けする場合

質問文

カテゴリ分けする場合
回答を必須とするか

ラベル名

(質問と質問の間の
説明などで使います)

尺度の数

入力後、「保存」

選択肢
選択肢は改行して入力

タイプ(右図：質問例参照)

尺度の数値に名付けする 尺度の数字を文字にする
(例)1=悪い、2=普通、3=良い etc



アンケート項目を作成する
短文回答 長文回答

カテゴリ分けする場合

質問文

カテゴリ分けする場合

回答を必須とするか回答を必須とするか

質問文

入力欄の幅と、最大文字数
(最大25文字まで)

回答を必須とするか入力後、「保存」

入力欄のサイズ

入力形式
(HTML or テキスト)



アンケート項目を作成する
Slider

カテゴリ分けする場合

質問文

入力後、「保存」

スライドバーの値、
名称

スライドバーの設定値(数値)

スライドバーの開始位置と、
数字幅(1ずつ、２ずつetc)

ページ区切り

挿入すると、質問が
別ページで分けられます



記号 説明

順番入れ替え

質問の削除

質問の変更、編集

回答必須On/Off

設定した質問を編集、プレビューする
質問を設定後、「質問項目の管理」から修正できます

設定した質問のプレビューを確認できます

実際の学生の回答画面は、
「ロールを切り替える」から確認してください。



アンケートの詳細な設定(必要な場合のみ)
「高度な設定」からアンケートの

サブタイトルや補足、回答後の案内を設定できます。
(必要な場合のみ設定)

アンケートタイトル
サブタイトル

補足情報

回答後のタイトル

回答後の本文

回答後に別ページへ飛ばす場合

アンケート開始後

アンケート回答後
URLを入れると

アンケート回答後、
別ページへ飛びます

入力後、「保存」

「設定オプション」では
アンケート開始後の画面上部に表示する
サブタイトルや補足情報を追記できます

「回答確認の設定」では
アンケート回答後の画面を設定できます。
別ページに飛ぶリンクを設定するか、

タイトル・文章を設定することができます



アンケートの詳細な設定(必要な場合のみ)

「ラジオボタン式」の質問を設定した場合に、
選択した数値または合計値に応じて、

フィードバックを設定することができます。

かなり高度な設定が必要な機能です。使用しない場合は、
初期設定「フィードバックメッセージはありません」のままにしてください。

オプションから
「グローバルフィードバック」もしくは

「フィードバックセクション{$a}」を選択して、「編集」

詳しい設定方法はMoodle Docs参照

https://demo.tkita.net/moodledocs/35/ja/9d3b989387a6c0b9f3df25d25b82335a.html


学生の回答結果の概要 学生ごとの回答内容を表示することができます

アンケートの回答結果の確認
学生から回答が1つでもあると、回答結果が確認できるようになります。

回答結果をExcelでダウンロードできます

※回答途中の学生は含めることができますが、
全く回答していない学生を含めることはできません

回答していない学生の一覧を表示。リマインドメールを送ることも可能です。
(次ページ参照)

回答をすべて消去してリセットする



アンケートの回答結果の確認

メールのタイトルと本文を入力

回答のない学生の一覧を表示

リマインドメールを送信する
学生を選択してください

選択した学生とメールの内容を確認して送信する



(参考)アンケートの分岐設定

Yesにすると、各質問の設定画面に
「依存関係」が表示されるようになります。

質問(選択式)の回答内容によって、表示する質問を
変えるなどの分岐設定することができます。

必ず、その回答をしている場合に表示させたい場合
例)
「質問①：Yes、質問②：No」と回答した場合と設定
(質問①はYesだが、質問②もYesの場合は表示させない)

「必須」もしくは「任意」のいずれかを設定

いずれかの回答をしている場合に表示させたい場合
例)
「質問①：Yes、質問②：No」と回答した場合と設定
(質問①をYesと回答していれば、質問②もYesの場合でも質問
を表示)

設定後は必ず「保存」



フィードバックについて
• フィードバックでできること(例)

• 複数のことを質問する簡易アンケート
• 記述式、選択式を組み合わせたアンケート
• 匿名回答や結果の公開 など

• 「＋活動またはリソースを追加する」から
「フィードバック」を選択

• フィードバックの流れ
(教員、TA)

フィードバック
結果の確認

(学生)
フィードバックへ回答

編集モードをOn

(教員、TA)
フィードバックを

設定、作成

(教員、TA)
フィードバックの
設問設定、公開



フィードバックを設定する
フィードバックタイトル

フィードバックの説明 ☑を入れると、コーストップ
ページに説明が表示される

フィードバックの開始日時と終了日時



フィードバックを設定する
複数回、回答を許可するか

記名か匿名か

学生が回答後、教員はメールで
通知を受け取るか

質問に番号を附番するか

学生が回答後、全体の回答結果を共有するか

学生が回答後のページに記載する
メッセージ、文章

学生の回答後、別のURLへジャンプさせる場合、設定



(各機能共通)モジュール共通設定

モジュール共通設定

利用 「表示する」か「秘匿にする」か選択する。
秘匿にした場合、「表示する」設定に変更するまで学生は見ることができない。

IDナンバー 機能に対してIDナンバーを付けることができる。(教材識別用)
基本は空白のままで、利用しません。

言語の強制 学生が開いた際に、表示される言語を強制することができる

グループモード

グループなし コースに登録された全員で利用できる

分離グループ それぞれのグループメンバーはグループ内のみ利用でき
る。他のグループは閲覧できない

可視グループ それぞれのグループメンバーはグループ内のみ利用でき、
他のグループも閲覧することができる

グルーピング コースでグルーピング(グループの群)を設定している場合に設定

グループ/グルーピン
グ
アクセス制限を追加
する

下の「利用制限」にグループ毎の設定を追加することができる
*上のグループモードでグループ設定をオンにしている場合にのみ設定可能

秘匿にした場合は、コーストップページ
にこの表示が出る



(各機能共通)利用制限
利用制限

活動完了
この機能を利用する前提条件として、コース上に存在する別の機能を完了することで
アクセスできるようにする。
例１： 特定のアンケートを回答していないとアクセスできない
例２： 特定の課題を提出していないとアクセスできない

日付 この機能の利用開始日時(コース上に表示される日時)、
利用終了日時(コース上から非表示となる日時)を設定できる

評点 この機能を利用する前提条件として、コース上に存在する課題や小テストで一定の得
点を獲得することを求める場合に設定

グループ 指定したグループ、またそれ以外の学生に対してアクセス条件を設定する

グルーピング 指定したグルーピング(グループの群)内のグループに属している学生にのみアクセス
を許可する設定

Other course 
completion

他のコースを完了していることを条件とする場合に設定
(利用を推奨しません)

ユーザ
プロファイル

指定した学生に限定して、この機能の利用を許可する設定
例) 特定の学籍番号の学生にのみ許可する

制限セット 上記の設定を複数用いて、より複雑な制限をかけたい場合に設定



(各機能共通)活動完了、タグ、コンピテンシ

完了トラッキング
活動完了を表示しない 学生に活動完了を表示チェックボックスを表示させない
ユーザが手動で活動を
完了マークできる

活動完了チェックボックスに、学生自身が手動でチェックを入れることができます。
学習の進捗管理を学生自身に委ねる場合はこの設定にして下さい。

条件を満たした場合、
活動完了を表示する

下で設定する条件を満たした場合、自動的に活動完了にチェックが入るようになります。
学習の進捗を教師が把握をしたい場合はこの設定にして下さい。

条件
閲覧する必要がある ここにチェックを入れると、学生がコンテンツを閲覧する

（送信後または評定完了後）と、自動的にチェックが入ります
評定される必要がある 教員が評点を行った時点で、活動完了とみなされ、自動的にチェックが入ります
合格点に達する必要がある 評点を受け、合格点に達していた場合にのみ、自動的にチェックが入ります
送信(提出)する必要がある 学生は課題等を送信(提出)すると自動的にチェックが入ります

手動で完了

条件で完了

活動完了
学生が機能を利用したかどうかを確認することができます。設定すると、コース画面の機能にチェックボックスが表
示され、学生がその教材を閲覧するなど様々な条件でチェックが入るようにできます。
また、教師はコース全体で、どの学生がどの教材を視聴したかを確認し、学習の進捗を把握することが可能になりま
す。

APU Moodleでは
利用しない

APU Moodleでは
利用しない

完了した場合

設定が完了したら必ず保存



フィードバックの質問を作成する
設定完了後、「質問を編集する」

から質問を作成

質問タイプ ﾏﾆｭｱﾙ 説明
多肢選択 P29 複数の選択肢から回答させる。複数選択の設定も可

多肢選択(評定) P29 上記と同様ですが、結果に対して平均点などを表示する
ことができる。複数選択の回答は不可

数値回答 P30 指定した範囲内の数値入力による回答形式
ラベル P30 説明(テキスト)等を表示する
情報 P30 コース名、コースカテゴリのいずれかを表示
改ページを追加する P30 複数の質問を別ページで区分分けする
短文回答 P31 1行の中に自由記述させる形式

長文回答 P31 複数行で自由記述させる形式。設定により、
回答にHTMLエディタを使用できる

Captcha - APU Moodleでは使用できません



フィードバックの質問を作成する

多肢選択タイプ
単一回答 選択できる回答は1つ
複数回答 複数選択できる
単一回答
(ドロップダウンメニュー)

選択できる回答は1つ

多肢選択、多肢選択(評定) 回答を必須とするか

質問文
項目分けをしたい場合や、回答によって次に表示される質問が異なる場合に

利用。入力した文字が、質問文の前に（ ）付きで表示されます。

選択肢の表示方向

選択肢の中に「未選択」を表示しない場合は
「Yes」にします。

選択肢入力
未選択を表示している場合に回答が「未選
択」であったり、選択せずに回答した場合は
回答数としてカウントしないようにするか

選択肢は1行ごとに記入
評定を使う場合は、「/」で評定と選択肢を1行で記載

(例) 「1/ 1 A/あ」、「0/2 B/い」など

他の質問のラベルを設定している場合に表示。選択した場合、依存先に設定した選択肢を入力します。
(例)質問(A)の回答(Yes/No)に対して次の質問が分岐し、(Yes)と回答した学生に今作成しているこの質問(B)を表示し

たい場合は，質問(A)で設定した「ラベル」をプルダウンリストから選択します。

【注意】質問(A)と質問(B)の間に上の表で説明した「改ページを追加する」
を入れてください。ページが切り替わり、不要な質問（例えば(No)と回答し
た学生への質問(C) ）は表示されなくなります。改ページを入れない場合は
全ての質問（この説明では(B)と(C)）が表示され、回答を必須としている場
合には全ての質問（同様に(B)と(C)）に回答しないと進めなくなります。

上記のラベルを選択した場合のみ表示。依存する選択肢を入力します。
(例)質問（A)で分岐対象となる回答の選択肢を入力します。質問（A）でここに入力し
た回答を選択した場合、次に今作成中のこの質問（B)が表示されるようになります。

表示したい位置

入力が完了したら、「保存」



フィードバックの質問を作成する

表示するラベル
を入力

他の質問のラベルを設定している場合に表示。選択
した場合、依存先に設定した選択肢を入力します。

表示したい位置

表示したい位置

他の質問のラベルを設定している場合に表示。選択
した場合、依存先に設定した選択肢を入力します。

表示する情報
コース(省略名) or コースカテゴリ

情報名 項目分けをしたい場合や、回答によっ
て次に表示される質問が異なる場合に
利用。入力した文字が、質問文の前に

（ ）付きで表示されます。

ラベル

情報
入力が完了したら、「保存」

入力が完了したら、「保存」

数値回答

質問文
項目分けをしたい場合や、回答によっ
て次に表示される質問が異なる場合に
利用。入力した文字が、質問文の前に

（ ）付きで表示されます。

回答を必須とするか

入力できる数値の値の範囲

表示したい位置

他の質問のラベルを設定している場合に表示。選択
した場合、依存先に設定した選択肢を入力します。

入力が完了したら、
「保存」

改ページを追加する
「改ページを追加する」を選択すると、
自動的に一番下部へ追加されます。

質問編集画面では「編集▽」だけ
が表示されるため、注意



フィードバックの質問を作成する
短文回答 長文回答

回答を必須とするか

質問文
項目分けをしたい場合や、回答によっ
て次に表示される質問が異なる場合に
利用。入力した文字が、質問文の前に

（ ）付きで表示されます。

回答を必須とするか

質問文

項目分けをしたい場合や、回答によっ
て次に表示される質問が異なる場合に
利用。入力した文字が、質問文の前に

（ ）付きで表示されます。

入力ボックスの幅と入力
できる最大文字数

入力ボックスの大きさ

表示したい位置

ラベルを設定している場合のみ表示。
依存先のラベルに設定した文字を入力します。
他の質問のラベルを設定している場合に表示。選択
した場合、依存先に設定した選択肢を入力します。

表示したい位置

入力が完了したら、「保存」入力が完了したら、「保存」



設定した質問を編集、プレビューする
実際の学生の回答画面は、
「ロールを切り替える」
から確認してください。

簡易プレビューの
表示

質問を編集、削除する

質問の順番をドラッグ＆
ドロップで移動します

作成したフィードバックを
別のフィードバックへ、

エクスポート&インポートで、
コピーすることも可能です。

作成したフィードバックを
別のフィードバックへ、

エクスポート&インポートで、
コピーすることも可能です。



フィードバック結果の確認

回答結果の一覧
(回答者ごと)

回答結果の一覧をExcelで
ダウンロードできます

(回答者ごとの結果)

回答結果の一覧をExcelでダウンロードできます
(質問ごとの結果)

回答結果の一覧
(質問ごと)

「分析」もしくは「回答」から
確認できます

回答内容の削除
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